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特集／「貧困」で学ぶ開発─諸学の協働

小
稿
で
は
、
日
本
人
が
途
上
国
の
貧
困
問
題
に

接
す
る
際
に
そ
の
一
つ
の
参
照
軸
と
し
て
持
ち
合

わ
せ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
、
日
本
自
身
の
貧

困
問
題
に
つ
い
て
点
描
を
試
み
る
。
も
ち
ろ
ん
日

本
の
貧
困
問
題
の
全
容
を
解
き
あ
か
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
主
に
民
俗
学
的
・
社
会
学
的
な
視

点
か
ら
日
本
で
「
貧
困
」
が
ど
の
よ
う
に
記
録
、

記
述
さ
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
し
て
み
た
い
。

●
古
代
の
貧
困
と
貧
困
対
策

日
本
に
お
け
る
貧
困
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
古

い
記
録
の
一
つ
は
奈
良
時
代
の
「
貧
窮
問
答
歌
」

で
あ
ろ
う
。
作
者
の
山
上
憶
良
の
社
会
的
弱
者
に

対
す
る
ま
な
ざ
し
は
単
な
る
同
情
や
憐
憫
を
越
え

て
、
社
会
問
題
の
摘
発
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘

め
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
「
貧
窮
問
答
歌
」
は
日

本
最
古
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
と
も
言
え
よ

う
。「

…
か
ま
ど
に
は
火
気
（
ほ
き
）
吹
き
立
て
ず

甑
（
こ
し
き
）
に
は
蜘
蛛
の
巣
か
き
て
飯
炊
（
い

ひ
か
し
）
く
こ
と
も
忘
れ
て
…
し
も
と
取
る
里
長

（
さ
と
お
さ
）
が
声
は
寝
屋
処
（
ね
や
ど
）
ま
で

来
立
ち
呼
ば
ひ
ぬ
…
」（
万
葉
集
・
巻
五
）

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
単
な
る
飢
饉
だ
け
で
は

な
く
、
徴
税
吏
（
里
長
）
の
過
酷
な
取
り
立
て
が

貧
窮
を
深
め
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
描
写
で
あ
る
。

古
代
律
令
国
家
が
成
立
す
る
と
、
食
糧
資
源
が
税

な
ど
の
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
収
奪
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
貧
困
が
発
生
し
た
。
一
方
都
に
お
い

て
は
、
社
会
的
位
置
づ
け
に
応
じ
て
配
分
は
不
均

等
と
な
り
、
都
市
貧
困
層
が
発
生
す
る
。
都
市
貧

困
層
に
対
す
る
最
初
の
施
策
は
貧
困
者
の
給
食
や

孤
児
の
収
容
を
行
っ
た
「
悲
田
院
」
で
、
光
明
皇

后
が
七
二
三
年
に
興
福
寺
に
施
薬
院
と
と
も
に
設

置
し
た
こ
と
が
記
録
に
あ
る
。
一
方
こ
の
当
時
、

民
衆
教
化
を
行
う
か
た
わ
ら
、
寺
の
建
立
、
池
や

堤
防
の
建
設
、
橋
を
架
け
る
な
ど
の
社
会
事
業
を

実
施
し
た
僧
、
行
基
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
現
代
で
は
開
発
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
比
肩

さ
れ
よ
う
。

●
近
世
の
貧
困
と
貧
困
対
策

天
候
不
順
は
干
ば
つ
（
西
日
本
）、
冷
害
（
東

日
本
）
な
ど
の
形
を
と
っ
て
定
期
的
に
農
民
を
襲

い
、
中
世
・
近
世
を
通
じ
て
「
貧
困
」
対
策
と
は

「
飢
饉
」
へ
の
対
策
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
飢

饉
対
策
は
藩
単
位
で
行
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

の
三
大
飢
饉
（
天
明
、
享
保
、
天
保
）
時
の
諸
藩

の
対
策
は
、
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
と
し
て
藩
内
に

あ
る
米
を
藩
外
に
移
出
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
「
穀

留
」（
こ
く
ど
め
）、
生
産
低
下
に
対
処
す
る
緊
急

対
策
と
し
て
の
年
貢
減
免
、
飢
餓
状
態
に
陥
れ
ば

「
お
助
け
米
」（
お
た
す
け
小
屋
）
に
よ
る
給
食

な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
飢
饉
の
翌
年
の
田
植
期

に
は
労
働
力
不
足
で
次
の
期
の
作
付
け
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
扶
食
米
（
ふ
じ
き
ま
い
）

や
塩
を
援
助
し
た
。
他
方
幕
府
は
、
救
荒
作
物

（
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
）
の
奨
励
な
ど
の
技
術
的
対

応
で
側
面
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
洪
水
対
策
も

兼
ね
て
土
木
工
事
を
行
い
、
こ
れ
に
農
民
を
従
事

さ
せ
て
対
価
と
し
て
食
料
を
給
付
す
る"Food for 

W
ork"

事
業
も
藩
の
飢
饉
対
策
と
し
て
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

重
い
年
貢
に
対
す
る
、
庶
民
の
消
極
的
な
生
存

戦
略
は
「
逃
散
」（
ち
ょ
う
さ
ん
）
で
あ
る
。
年

貢
を
払
え
な
い
場
合
に
は
、
土
地
と
家
屋
に
対
す

る
権
利
を
う
ち
捨
て
て
も
村
か
ら
脱
出
す
る
方
が

ま
だ
生
き
延
び
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
東
北
・
北
関
東
地
方
で
は
こ
う
し
た

人
口
を
「
名
子
」（
な
ご
）、「
作
男
」
な
ど
の
形

で
吸
収
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
働
い
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

貧
困
の
民
俗
学
│
日
本
の
貧
困
と
貧
困
対
策
史

特集／「貧困」で学ぶ開発─諸学の協働
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特集／「貧困」で学ぶ開発─諸学の協働

種
籾
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
農
民
に
と
っ

て
は
次
の
期
以
降
の
「
転
落
」
を
決
定
づ
け
る
危

険
性
が
高
い
が
「
餓
死
」
よ
り
は
す
ぐ
れ
た
戦
略

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の

「
修
身
」
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、
伊
予

の
国
の
農
夫
作
兵
衛
が
、
種
麦
を
食
べ
ず
そ
れ
が

入
っ
た
袋
を
枕
に
し
て
餓
死
し
た
と
い
う
「
美

談
」
は
通
常
の
庶
民
の
取
り
う
る
生
存
戦
略
と
は

か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
国

家
の
農
業
生
産
確
保
の
た
め
の
「
自
己
犠
牲
」
と

し
て
は
正
当
化
さ
れ
る
。

飢
饉
時
の
庶
民
の
生
存
戦
略
に
と
っ
て
は
、
救

荒
食
の
調
達
源
と
し
て
の
山
野
の
存
在
が
重
要
で

あ
っ
た
。
村
の
入
会
地
・
共
有
林
は
こ
の
目
的
の

た
め
に
貴
重
で
、
飢
饉
に
襲
わ
れ
た
天
保
四
（
一

八
三
三
）
年
の
八
戸
藩
で
は
、
藩
有
林
の
山
守
に

対
し
て
「
百
姓
が
と
こ
ろ
、
わ
ら
び
を
取
り
に
入

っ
た
時
に
は
、
邪
魔
だ
て
せ
ず
取
ら
せ
る
よ
う

に
」
と
の
指
示
が
出
て
い
る
し
、
天
保
七
（
一
八

三
六
）
年
弘
前
藩
で
は
、
米
が
取
れ
な
か
っ
た
村

に
対
し
て
「
お
救
い
山
」（
藩
有
林
）
の
檜
を
売

却
す
る
許
可
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
穀
物
生
産
が

低
下
し
た
場
合
の
救
荒
食
と
し
て
は
ト
チ
、
ド
ン

グ
リ
な
ど
の
他
、
葛
（
く
ず
）、
蕨
（
わ
ら
び
）、

野
老
（
と
こ
ろ
）、
松
の
粗
皮
が
全
国
的
に
用
い

ら
れ
て
お
り
、
幕
府
や
各
藩
で
も
こ
の
食
用
方
法

の
普
及
に
努
め
て
い
た
。
庶
民
の
レ
ベ
ル
で
も
様

々
な
「
か
て
飯
」（
米
に
他
の
も
の
を
混
ぜ
た
飯
、

米
の
代
用
食
）
の
作
り
方
を
生
活
の
知
恵
と
し
て

蓄
積
さ
せ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

庶
民
の
受
動
的
対
応
戦
略
で
は
対
処
で
き
な
い

ほ
ど
に
事
態
が
深
刻
化
す
る
と
、
一
揆
・
打
ち
壊

し
と
い
う
命
が
け
の
生
存
戦
略
を
取
る
こ
と
に
な

る
。
上
述
の
享
保
、
天
明
、
天
保
の
飢
饉
時
に
は

一
揆
・
打
ち
壊
し
が
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
件

数
は
時
代
を
下
る
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
。

飢
饉
は
基
本
的
に
農
村
部
の
問
題
で
あ
り
、
天

明
の
飢
饉
の
時
で
も
都
市
部
（
江
戸
・
大
阪
な

ど
）
の
庶
民
が
直
接
的
に
食
糧
不
足
に
陥
る
こ
と

は
少
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
飢

饉
で
な
い
と
き
に
も
、
都
市
の
貧
困
問
題
は
存
在

す
る
。
そ
れ
は
社
会
内
部
の
配
分
問
題
で
あ
り
階

級
問
題
で
あ
っ
た
。
江
戸
後
期
に
江
戸
や
大
阪
に

「
貧
民
街
」
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、

江
戸
落
語
、
上
方
落
語
な
ど
の
長
屋
描
写
か
ら
も

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
貨
幣
経
済
の

中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
貧
困
者
の
戦
略
と
し
て

「
娘
身
売
り
」
は
、
江
戸
で
は
吉
原
と
い
う
受
け

皿
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
庶
民
の

日
常
の
中
に
根
付
い
て
い
た
。

●
明
治
期
の
貧
困
と
貧
困
対
策

明
治
維
新
に
よ
っ
て
藩
単
位
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
が
崩
壊
す
る
と
、
農
村
部
、
都
市
部
そ
れ

ぞ
れ
で
の
貧
困
問
題
が
新
た
な
様
相
を
呈
し
始
め

る
。
近
代
国
家
日
本
の
最
初
の
貧
困
対
策
は
、
明

治
七
（
一
八
七
四
）年
の
「
恤
救
（
じ
ゅ
き
ゅ
う
）

規
則
」の
制
定
で
あ
り
、
都
市
貧
困
層
が
「
国
家
」

の
責
任
範
囲
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
そ
の

後
旧
来
の
「
貧
乏
長
屋
」
や
「
寄
せ
場
」
な
ど
か

ら
発
展
し
た
「
貧
民
」、「
細
民
」
の
存
在
が
顕
在

化
し
て
く
る
と
、
新
聞
が
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
掲

載
し
始
め
、「
慈
善
事
業
」、「
社
会
事
業
」
に
着

手
す
る
人
々
も
増
え
て
、
様
々
な
形
で
情
報
が
発

信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
記
録
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
明
治

二
五
（
一
八
九
二
）
年
か
ら
『
国
民
新
聞
』
に
連

載
さ
れ
た
松
原
岩
五
郎
「
最
暗
黒
の
東
京
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
自
身
が
貧
民
街
に
潜
入
し
て
職
業
を

転
々
と
し
な
が
ら
そ
の
実
情
を
記
録
し
た
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
で
あ
り
、
日
清
戦
争
以
前
の
東
京
の
状

態
を
活
写
し
て
い
る
。
続
い
て
日
清
戦
争
の
勝
利

（
明
治
二
七
〔
一
八
九
四
〕
年
）
以
降
の
、
産
業

化
の
進
展
過
程
に
お
け
る
貧
困
層
の
実
態
の
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
横
山
源
之
助
『
日
本
の
下
層

社
会
』
が
明
治
三
一
（
一
八
九
九
）
年
に
出
版
さ

れ
る
。
こ
こ
に
は
東
京
の
貧
民
・
職
人
・
労
働
者

の
状
況
の
み
な
ら
ず
、
桐
生
足
利
の
織
物
業
、
阪

神
地
域
の
マ
ッ
チ
工
場
、
全
国
の
職
工
、
鉄
工
所

労
働
者
、
さ
ら
に
は
農
村
部
の
小
作
人
な
ど
、
多

く
の
調
査
に
基
づ
い
た
実
態
報
告
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。

明
治
三
○
年
代
に
は
、
増
加
す
る
各
種
工
場
の

労
働
者
の
劣
悪
な
労
働
条
件
や
、
生
活
状
態
が
問

題
と
し
て
認
識
さ
れ
始
め
、
工
業
を
監
督
す
る
立

場
の
農
商
務
省
商
工
局
は
労
働
者
の
労
働
環
境
、

女
工
の
募
集
、
虐
待
等
に
つ
い
て
各
府
県
へ
照
会

し
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
ま
と
め
て
『
職
工
事

情
』
を
公
刊
し
た
。
付
録
と
し
て
職
工
・
工
場
主

・
口
入
れ
業
者
等
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録

も
つ
い
て
お
り
官
製
の
調
査
な
が
ら
、
社
会
正
義

を
感
じ
さ
せ
る
力
作
で
あ
る
。

日
露
戦
争
の
勝
利
（
明
治
三
七
〔
一
九
○
四
〕
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年
）
を
経
て
産
業
化
、
都
市
化
が
さ
ら
に
進
む
中

で
、
貧
困
を
個
人
の
怠
惰
の
結
果
と
し
て
で
は
な

く
社
会
問
題
と
し
て
捉
え
、
学
問
的
に
分
析
し
た

も
の
に
川
上
肇
『
貧
乏
物
語
』
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
虐
待
を
告
発
す
る
世
論
、

さ
ら
に
は
労
働
者
階
級
の
団
結
を
う
た
う
社
会
主

義
思
想
の
拡
大
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
明
治
四
四

（
一
九
一
一
）
年
に
工
場
法
が
公
布
さ
れ
、
大
正

五
（
一
九
一
六
）
年
に
施
行
さ
れ
る
。
工
場
法
は
、

一
定
の
制
限
下
で
は
あ
り
な
が
ら
労
働
者
の
労
働

条
件
、
生
活
条
件
の
最
低
ラ
イ
ン
を
保
証
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
間
接
的
な
貧
困
対
策
の

一
環
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

他
方
欧
米
に
範
を
取
っ
た
「
社
会
運
動
」
が
本

格
化
す
る
の
も
明
治
三
○
年
前
後
で
あ
り
、
例
え

ば
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
「
救
世
軍
」
は
日
露
戦

争
後
の
失
業
者
が
あ
ふ
れ
た
明
治
三
九
（
一
九
○

六
）
年
末
に
、
失
業
者
に
対
す
る
「
慰
問
カ
ゴ
」

寄
付
を
呼
び
か
け
貧
困
家
庭
に
正
月
用
の
餅
、
手

ぬ
ぐ
い
な
ど
を
配
布
し
た
。
こ
の
活
動
は
明
治
四

二
（
一
九
○
九
）
年
に
は
街
頭
募
金
へ
と
発
展
し
、

そ
の
後
の
「
歳
末
助
け
合
い
」
や
ク
リ
ス
マ
ス
給

食
の
「
社
会
鍋
」
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
こ

の
時
期
の
社
会
運
動
・
貧
困
対
策
に
大
き
な
影
響

力
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
、
社
会
主
義
的
な
思
想

を
持
ち
合
わ
せ
た
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
活
動
も
重

要
で
あ
る
。片
山
潜
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
三
年
）

は
明
治
三
○
（
一
八
九
七
）
年
に
宣
教
師
グ
リ
ー

ン
の
財
政
的
支
援
を
受
け
て
神
田
三
崎
町
に
キ
ン

グ
ス
レ
ー
館
を
開
設
し
、
単
な
る
慈
善
で
は
な
く
、

貧
困
者
の
自
覚
や
能
力
開
発
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
」
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
キ

ン
グ
ス
レ
ー
館
の
活
動
を
「
日
本
最
初
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
と
捉
え
る
人
も
い
る
。
一
方
で
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
キ
リ
ス
ト
教
的
都
市
慈
善
事
業

も
着
実
に
広
が
り
、
明
治
二
三
（
一
九
○
○
）
年

に
は
四
谷
鮫
ヶ
橋
貧
民
街
に
貧
困
者
子
弟
を
対
象

と
し
た
「
二
葉
幼
稚
園
」
が
野
口
幽
香
に
よ
っ
て

開
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
幼
稚
園
に
は
皇
室
か
ら
御

料
地
の
無
料
借
用
が
許
可
さ
れ
、
新
築
資
金
の
一

部
が
三
井
家
の
寄
付
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う

に
、「
客
間
の
社
会
改
良
家
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

に
よ
っ
て
成
り
立
つ
社
会
運
動
で
あ
っ
た
。

一
方
、
文
明
開
化
の
影
響
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
時
差
を
持
ち
な
が
ら
も
都
市
か
ら
農
村
部
に
波

及
し
て
い
っ
た
。
年
貢
が
地
租
に
な
り
現
金
収
入

の
必
要
性
も
増
し
て
く
る
と
、
現
金
収
入
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
な
い
農
村
部
に
は
小
作
人
に
限
ら
ず
貧

窮
化
す
る
人
々
が
生
ま
れ
る
。
長
塚
節
が
明
治
四

三
（
一
九
一
○
）
年
に
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
し

た
小
説
『
土
』
は
明
治
三
○
年
代
の
北
関
東
の
貧

農
の
脆
弱
性
を
詳
細
に
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
の
貧
困
と

貧
困
対
策

明
治
・
大
正
期
の
日
本
の
工
業
化
・
軍
国
化
を

支
え
た
製
糸
業
の
成
立
発
展
過
程
で
、
農
村
女
性

の
雇
用
先
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
「
紡
績
女
工
」

の
あ
り
方
を
描
い
た
細
井
和
喜
蔵
『
女
工
哀
史
』

は
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
に
出
版
さ
れ
、

農
村
の
貧
困
と
都
市
の
貧
困
を
結
び
つ
け
る
視
点

を
提
示
し
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た
。

一
方
都
市
貧
困
に
対
し
て
は
、
大
正
か
ら
昭
和

戦
前
期
に
か
け
て
東
大
の
学
生
な
ど
の
知
識
人
に

よ
る
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
も
活
性
化
す
る
。
賀
川

豊
彦
は
明
治
四
二
（
一
九
○
九
）
年
に
神
戸
市
葺

合
区
の
貧
民
窟
に
移
り
住
ん
で
、
貧
民
と
と
も
に

活
動
を
行
う
と
い
う
独
自
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
活

動
ス
タ
イ
ル
を
打
ち
立
て
た
。
大
正
期
（
一
九
一

一
〜
一
九
二
六
年
）
に
は
都
市
の
貧
困
層
に
対
す

る
注
目
が
高
ま
り
、
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け

た
「
調
査
の
専
門
家
」
が
登
場
し
、
調
査
の
主
体

は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
東
京
市
社
会
局
、
大
阪

市
社
会
局
、
内
務
省
社
会
局
な
ど
の
公
的
機
関
と

な
る
。
こ
れ
ら
機
関
の
調
査
の
意
図
は
、
そ
れ
を

政
策
・
立
法
の
根
拠
と
す
る
こ
と
に
あ
り
、
調
査

と
政
策
が
直
結
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
時
期
の
特

徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
大

正
七
（
一
九
一
八
）
年
の
米
騒
動
な
ど
一
連
の

「
社
会
騒
擾
」
が
為
政
者
に
危
機
感
を
も
た
ら
し

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
同
年
か
ら
二
年
間
の

長
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
「
月
島
調
査
」
は
近

代
的
な
社
会
調
査
の
嚆
矢
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
調
査
の
結
果
報
告
や
、
米
騒
動
が

為
政
者
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
て
救
貧
対

策
が
進
ん
で
い
く
。そ
の
代
表
例
が
「
方
面
委
員
」

の
設
置
で
あ
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の

制
度
を
参
考
に
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
済
世

顧
問
と
い
う
名
で
誕
生
し
、
翌
一
九
一
八
年
に
大

阪
市
で
方
面
委
員
と
い
う
名
称
に
な
り
、
大
正
九

（
一
九
二
○
）
年
に
東
京
で
は
下
谷
区
に
最
初
に

設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
地
域
密
着
型
の
救
貧
制
度

で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
「
民
生
委
員
」
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の
制
度
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

そ
の
後
の
本
格
的
救
貧
立
法
は
、「
貧
困
社
会

要
因
説
」の
立
場
を
取
っ
た
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
の
「
救
護
法
」
と
な
っ
て
結
実
す
る
。
貧
困
の

原
因
を
種
族
・
人
種
や
個
人
の
怠
惰
な
ど
に
帰
す

る
の
で
は
な
く
、
社
会
構
造
の
矛
盾
と
し
て
捉
え

る
と
い
う
考
え
方
は
、
当
時
の
社
会
主
義
的
な
思

想
な
ど
か
ら
も
一
定
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

●
昭
和
大
恐
慌
と
農
村
更
正
運
動

昭
和
初
年
の
世
界
大
恐
慌
の
発
生
（
一
九
二
九

年
）
と
生
糸
の
価
格
暴
落
を
契
機
に
養
蚕
業
を
営

ん
で
い
た
農
家
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
さ
ら

に
農
作
物
の
不
作
も
続
い
て
全
国
の
農
村
貧
困
が

深
刻
化
・
慢
性
化
し
て
い
く
。
特
に
東
北
地
方
の

冷
害
は
、
た
だ
で
さ
え
貧
し
い
農
家
に
大
き
な
打

撃
と
な
っ
た
。
東
北
地
方
で
は
、
家
族
の
危
機
を

救
う
た
め
の
「
娘
身
売
り
」
が
頻
発
し
、
悪
徳
業

者
に
だ
ま
さ
れ
る
例
も
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
た

め
に
、
町
役
場
が
「
娘
身
売
り
の
際
は
役
場
に
ご

相
談
を
」
と
い
う
看
板
を
か
か
げ
て
、
身
売
り
を

周
旋
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
農
村
恐
慌
の
対
応
策
が
、
節
約
と
勤

勉
を
強
調
す
る
「
農
村
更
正
運
動
」
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
が
根
本
的
な
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
は

明
ら
か
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
に
農
家
の
下
男

・
下
女
に
な
る
以
外
に
道
の
な
い
農
家
の
次
三
男

対
策
と
し
て
大
き
な
活
路
を
開
い
た
の
は
「
満
蒙

開
拓
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
貧
困
対
策
」
が
大
東

亜
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
へ
の
推
進
力
と
な
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。

●
戦
中
・
戦
後
の
貧
困
問
題

食
料
・
物
資
の
不
足
は
戦
争
末
期
に
至
る
ほ
ど

深
刻
さ
を
増
し
て
い
た
が
、
戦
時
中
は
配
給
制
度

が
徹
底
し
て
い
た
た
め
に
、
再
配
分
は
か
な
り
の

程
度
行
き
渡
り
「
貧
し
さ
の
共
有
」
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
昭
和
二
○
（
一
九
四

五
）
年
の
降
伏
と
と
も
に
、
日
本
は
全
土
に
わ
た

っ
て
餓
死
者
の
出
る
ほ
ど
の
厳
し
い
飢
餓
時
代
に

突
入
す
る
。
当
時
の
人
口
約
六
○
○
○
万
人
の
一

割
に
あ
た
る
六
○
○
万
人
の
「
引
き
揚
げ
者
」、

「
帰
還
兵
」
が
戻
っ
て
き
た
都
市
に
は
傷
痍
軍
人
、

浮
浪
児
が
あ
ふ
れ
、
進
駐
軍
兵
士
を
相
手
に
す
る

「
パ
ン
パ
ン
」
が
発
生
、
さ
ら
に
は
こ
う
し
た
女

性
の
生
む
「
混
血
孤
児
」
も
社
会
問
題
化
し
て
い

く
。貧
困
者
に
対
し
て
は
昭
和
二
五
（
一
九
五
○
）

年
に
は
「
一
般
扶
助
主
義
」
に
基
づ
く
「
生
活
保

護
法
」
が
制
定
さ
れ
る
。

農
村
部
の
貧
困
は
、
例
え
ば
山
形
県
の
山
村
を

描
い
た
『
山
び
こ
学
校
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
乳
幼
児
死

亡
率
の
高
さ
を
克
服
す
る
た
め
に
村
を
挙
げ
て
の

対
策
を
講
じ
た
岩
手
県
沢
内
村
の
事
例
な
ど
が
、

農
村
部
の
貧
困
対
策
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
。
北
関
東
の
農
村
部
で
夫
が
戦
死
し
た
家

族
の
脆
弱
性
を
描
い
た
住
井
す
ゑ
『
橋
の
な
い

川
』
や
、
広
島
県
の
農
村
を
描
い
た
山
代
巴
『
荷

車
の
歌
』
な
ど
の
農
村
に
取
材
し
た
文
学
を
読
む

と
、
こ
の
時
期
の
農
村
部
に
は
農
村
貧
困
の
問
題

が
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

都
市
貧
困
は
、
山
谷
の
ド
ヤ
街
な
ど
が
引
き
続

き
存
在
し
た
も
の
の
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
建

設
工
事
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
日
雇
い
労
働
者
の
生
活
水

準
を
一
気
に
引
き
上
げ
た
し
、
農
村
部
か
ら
農
閑

期
季
節
労
働
者
も
大
量
に
雇
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
職
業
訓
練
法

が
成
立
す
る
頃
に
は
、
日
本
の
「
貧
困
問
題
」
は

消
滅
す
る
の
で
あ
る
。

（
さ 

と
う　

ひ
ろ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

﹇
付
記
﹈
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係

上
割
愛
し
た
が
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
二
村
泰

弘
編
『「
貧
困
概
念
」
基
礎
研
究
』（
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
調
査
研
究
報
告
書
、
二
○
○
五
年
）
所
収

の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

生活改善グループによる布団皮製作（鹿児島県）

戦後、愛媛県笠置町での 4Hクラブの共同野菜栽培
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